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発表演題名 河川から検出される全亜鉛の由来に関する研究（第２報） 

学会名 第 27回 全国環境研協議会東海・近畿・北陸支部 支部研究会 
発表者名 岡 恭子 （環境部） 

開催場所 石川県文教会館 

開催日時 平成２５年１月２１日（月）～２２日（火） 

発表内容 公共用水域常時監視調査で、水生生物保全項目の全亜鉛は県内河川

のほとんどの測定地点において検出されているが、河川底質の巻き上

げ等による浮遊物質の混入が河川水中の全亜鉛濃度に影響している可

能性が懸念される。そこで、過去の調査で全亜鉛濃度が比較的高かっ

た地点（高濃度地点）および比較的低かった地点（低濃度地点）につ

いて調査を行い、河川底質の亜鉛が河川水中の全亜鉛濃度に及ぼす影

響について検討を行った。 

平成 23 年度は低濃度地点について調査を行った。その結果、浮遊物

質量（SS）が高いほど全亜鉛濃度（T-Zn）が高い傾向にあり、T-Zn に

占める懸濁態亜鉛濃度（S-Zn）の割合が大きくなる傾向にあった。こ

の傾向は、平成 22 年度に調査した高濃度地点においても見られた。 

また、各地点の底質に含まれる亜鉛量を測定したところ、高濃度地

点の方が低濃度地点よりも亜鉛含有量が高かった。 

模擬河川水による実験では、用いた底質が泥質か砂礫質かの違い等

で底質の巻き上がり易さが異なり、底質の巻き上げによる SS が高いほ

ど T-Zn も高くなった。 

以上のことから、河川底質が河川水の T-Zn に影響を及ぼしているこ

とが推測された。 

 


